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ド
イ
ツ
新
債
務
法
に
お
け
る
脱
法
行
為
の
効
果
―
―
ド
イ
ツ
民
法
四
七
五
条
一
項
後
段
―
―
田
中
宏
治
一
序
文
半
田
吉
信
先
生
か
ら
は
千
葉
大
学
に
お
け
る
契
約
法
の
事
実
上
の
後
継
者
と
し
て
、
大
学
院
専
門
法
務
研
究
科
の
契
約
法
（
二
年
生
科
目
）、
民
法
総
則
・
物
権
総
論
（
一
年
生
科
目
）
お
よ
び
法
経
学
部
の
債
権
各
論
（
二
年
生
科
目
）
を
引
き
継
が
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
研
究
者
と
し
て
も
、
ド
イ
ツ
民
法
学
を
研
究
分
野
と
す
る
点
で
非
常
に
近
い
存
在
で
あ
り
、
私
の
研
究
に
理
解
を
示
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
い
感
謝
の
念
を
覚
え
る
も
の
で
あ
る
。
先
生
の
珠
玉
の
ご
業
績
の
中
で
も
代
表
的
な
も
の
が
、『
ド
イ
ツ
債
務
法
現
代
化
法
概
説
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
三
年
）、『
ド
イ
ツ
新
債
務
法
と
民
法
改
正
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
九
年
）
の
両
著
で
あ
り
、
そ
こ
で
先
生
は
、
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン＝
ロ
ー
レ
ン
ツ
教
授
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
）
の
学
説
を
幾
度
か
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
私
も
一
序
文
二
問
題
三
判
決
四
要
約
論
説
千葉大学法学論集 第２８巻第１・２号（２０１３）
１５３
及
ば
ず
な
が
ら
ロ
ー
レ
ン
ツ
教
授
の
最
新
の
学
説
を
素
材
の
一
つ
と
し
て
用
い
た
原
稿
を
先
生
の
ご
退
職
記
念
号
に
お
寄
せ
し
、
先
生
の
ご
学
恩
に
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
ド
イ
ツ
新
債
務
法
と
は
、
ド
イ
ツ
民
法
典
債
権
編
の
部
分
改
正
（
二
〇
〇
二
年
施
行
）
で
あ
り
、
消
滅
時
効
・
債
務
不
履
行
・
売
買
・
請
負
・（
特
に
消
費
者
保
護
関
連
の
）
特
別
法
の
整
理
を
目
的
と
し
て
い
た
。
重
点
的
に
改
正
さ
れ
た
領
域
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
に
裁
判
例
が
公
表
さ
れ
る
度
に
議
論
が
蓄
積
し
、
そ
の
解
釈
が
発
展
し
、
学
問
的
水
準
も
上
昇
し
続
け
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
新
債
務
法
の
中
で
と
り
わ
け
熱
心
に
議
論
さ
れ
て
き
た
問
題
の
一
つ
が
脱
法
行
為
論
で
あ
り
、
拙
稿
「
ド
イ
ツ
新
債
務
法
に
お
け
る
脱
法
行
為（
１
）論
」
が
そ
の
要
点
を
紹
介
し
て
い
る
（
こ
れ
を
本
稿
で
は
、「
前
稿
」
と
い
う
）。
そ
こ
で
対
象
と
し
た
の
は
、
二
〇
〇
五
年
と
二
〇
〇
六
年
の
二
つ
の
連
邦
通
常
裁
判
所
判
決
を
契
機
に
二
〇
〇
五
〜
〇
八
年
頃
に
ド
イ
ツ
で
熱
心
に
行
わ
れ
た
議
論
で
あ
る
。
そ
の
当
時
に
積
み
残
さ
れ
て
い
た
問
題
に
つ
い
て
、
昨
年
末
に
連
邦
通
常
裁
判
所
判
決
（
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
（
２
）
二
日
）
が
下
さ
れ
、
そ
れ
に
対
応
し
た
学
説
が
現
れ
た
た
め
、
本
稿
は
、
そ
れ
ら
を
紹
介
し
、
前
稿
を
補
充
す
る
こ
と
に
す（
３
）る
。
ま
ず
、
先
年
論
じ
ら
れ
た
脱
法
行
為
論
と
そ
こ
で
積
み
残
さ
れ
た
問
題
を
説
明
す
る
（
二
）。
次
に
、
新
し
い
連
邦
通
常
裁
判
所
判
決
を
紹
介
し
て
現
在
の
判
例
・
学
説
の
到
達
点
を
明
ら
か
に
し
（
三
）、
最
後
に
、
要
約
を
し
た
い
（
四
）。
二
問
題
１
債
務
法
改
正
と
脱
法
行
為
の
禁
止
規
定
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
は
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
に
公（
４
）布
、
二
〇
〇
二
年
一
月
一
日
に
施
行
し
た
法
律
に
よ
っ
て
債
務
法
改
正
を
実
現
し
た
。
そ
れ
は
、
欧
州
共
同
体
指
令
と
し
て
の
消
費
財
売
買
指
令
（V
erbrauchsgu¨terkaufsrichtlinie
）（
一
九
九
（
５
）
九
年
）
の
国
内
《論 説》
１５４
法
化
で
も
あ
っ
た
。
消
費
財
売
買
指
令
は
、
消
費
者
が
事
業
者
か
ら
消
費
財
を
購
入
し
た
際
に
、
そ
の
目
的
物
が
契
約
に
適
合
し
な
か
っ
た
と
き
の
買
主
（
消
費
者
）
の
権
利
を
統
一
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
、
要
件
に
お
い
て
、「
契
約
適
合
性
（V
ertragsm
a¨ 
ig
（
６
）
keit
）」
に
反
す
る
と
い
う
意
味
で
の
「
契
約
違
反
（V
ertragsw
idrigkeit
）」
を
買
主
の
権
利
の
発
生
要
件
と
し
て
定
め
（
同
指
令
三
条
一
項
）、
効
果
に
お
い
て
は
、
追
完
（
相
当
期
間
内
の
無
償
の
修
補
（N
achbesserung
）
ま
た
は
代
物
給
付
（E
rsatzlieferung
））
の
請
求
権
だ
け
を
第
一
次
的
な
買
主
の
権
利
と
し
て
認
め
、
代
金
減
額
（M
inderung
des
K
aufpre-
ises
）
ま
た
は
契
約
の
解
消
（V
ertragsauflo¨sung
）
の
権
利
を
第
二
次
的
な
も
の
と
し
て
だ
け
認
め
る
、
と
い
う
点
に
特
徴
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
特
徴
が
当
事
者
（
消
費
者
・
事
業
者
）
間
の
脱
法
行
為
に
よ
っ
て
骨
抜
き
に
な
ら
な
い
よ
う
そ
の
禁
止
規
定
を
次
の
三
か
条
を
用
い
て
定
め
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
わ
が
国
に
は
相
当
す
る
規
定
が
存
在
し
な
い
。
ド
民
一
三
条
【
消
費
者
】
消
費
者
（V
erbraucher
）
と
は
、
営
業
活
動
の
目
的
で
も
独
立
し
た
職
業
上
の
活
動
の
目
的
で
も
な
く
、
法
律
行
為
を
す
る
自
然
人
で
あ
る
。
ド
民
一
四
条
【
事
業
者
】
①
事
業
者
（U
nternehm
er
）
と
は
、
そ
の
営
業
活
動
又
は
独
立
し
た
職
業
上
の
活
動
と
し
て
、
法
律
行
為
を
す
る
自
然
人
、
法
人
又
は
人
的
（
７
）
会
社
で
あ
る
。〔
…
…
〕
ド
民
四
七
五
条
【
特
約
】
①
事
業
者
は
、
事
業
者
へ
の
瑕
疵
の
通
知
よ
り
前
に
、
第
四
三
三
条
か
ら
第
四
三
五
条
ま
で
、
第
四
三
七
条
、
第
四
三
九
条
か
ら
第
四
四
三
条
ま
で
、
及
び
本
款
の
諸
規
定
を
消
費
者
の
不
利
益
に
変
更
す
る
特
約
を
し
た
と
き
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
前
段
の
規
定
は
、
異
な
っ
た
法
形
式
に
よ
り
（durch
anderw
eitige
G
estaltungen
）
迂
回
さ
れ
る
（um
gangen
w
erden
）
と
き
に
も
適
用
す
る
。
②
事
業
者
は
、
事
業
者
へ
の
瑕
疵
の
通
知
よ
り
前
に
、
第
四
三
七
条
の
請
求
権
〔
担
保
責
任
に
基
づ
く
買
主
の
権
利
〕
を
法
定
の
起
算
点
か
ら
二
年
間
よ
り
短
い
消
滅
時
効
期
間
に
制
限
す
る
又
は
〔
目
的
物
が
〕
中
古
品
の
と
き
は
一
年
間
よ
り
短
い
消
滅
時
効
期
間
に
制
限
す
る
特
約
を
し
た
と
き
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ドイツ新債務法における脱法行為の効果
１５５
③
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
第
三
〇
七
条
か
ら
第
三
〇
九
条
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
損
害
賠
償
請
求
権
の
排
除
又
は
制
限
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
契
約
が
売
買
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
当
事
者
の
一
方
が
事 
業 
者 
で
他
方
が
消 
費 
者 
で
あ
る
と
き
は
、
消
費
者
に
不
利
益
な
特
約
は
、
一
律
に
禁
止
さ
れ
る
（
ド
民
四
七
五
条
一
項
前
段
）。
そ
し
て
、
そ
れ
を
脱
法
（G
esetzesum
gehung
）
す
る
行
為
、
す
な
わ
ち
、
脱
法
行
為
（U
m
gehungsgescha¨ft
）
も
禁
止
さ
れ
る
（
同
項
後
段
）。
な
お
、
例
外
的
に
、
新
品
売
買
に
お
い
て
消
滅
時
効
期
間
を
二
年
間
に
、
中
古
品
売
買
に
お
い
て
そ
れ
を
一
年
間
に
（
消
費
者
に
不
利
に
）
特
約
で
短
縮
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
（
ド
民
四
七
五
条
（
８
）
二
項
）、
損
害
賠
償
請
求
権
を
特
約
で
排
除
ま
た
は
制
限
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
て
い
る
（
同
条
（
９
）
三
項
）。
脱
法
行
為
を
表
す
文
言
と
し
て
は
、「
異
な
っ
た
法
形
式
に
よ
り
迂
回
さ
れ
る
と
き
」
と
書
か
れ
た
。
そ
の
文
言
に
つ
い
て
の
判
例
上
の
抽
象
的
な
解
釈
は
、「
そ
の
行
為
に
法
律
が
適
用
さ
れ
れ
ば
発
生
す
る
と
こ
ろ
の
法
律
効
果
の
発
生
を
妨
げ
る
こ
と
を
、
法
律
行
為
の
そ
の
形
式
が
、
客
観
的
に
目
的
と
し
て
い
る
と
き
」、
あ
る
い
は
「
前
段
の
消
費
者
保
護
の
目
的
に
反
し
て
、
前
段
の
規
定
の
適
用
を
排
除
す
る
ま
た
は
制
限
す
る
こ
と
に
、
そ
の
選
ば
れ
た
法
形
式
が
役
立
つ
と
き
」
で
あ（
１０
）る
。
す
な
わ
ち
、
脱
法
に
は
、
当
事
者
の
主
観
的
な
脱
法
の
意
図
（A
bsicht
）
は
不
要
で
あ
る
。
そ
れ
を
前
提
に
、
脱
法
行
為
の
具
体
的
な
解
釈
と
し
て
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
、
脱
法
行
為
の
範
囲
、
言
い
換
え
る
と
、
脱
法
行
為
と
適
法
行
為
の
区
別
の
基
準
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
法
律
の
規
定
の
適
用
を
回
避
（verm
eiden
）
す
る
行
為
は
、
原
則
と
し
て
適
法
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
事
業
者
が
自
動
車
を
売
却
す
る
場
合
に
お
い
て
、
価
格
が
等
し
け
れ
ば
、
瑕
疵
担
保
責
任
を
負
い
つ
つ
消 
費 
者 
に
対
し
て
売
却
し
て
す
る
よ
り
も
、
瑕
疵
担
保
責
任
を
免
責
す
る
特
約
を
結
ん
だ
上
で
事 
業 
者 
に
対
し
て
売
却
す
る
方
が
有
利
で
あ
る
。
消
費
者
に
対
す
る
売
却
に
お
い
て
は
、
瑕
疵
担
保
責
任
の
免
責
特
約
は
禁
止
さ
れ
る
の
に
対
し
（
ド
民
四
七
五
条
《論 説》
１５６
一
項
前
段
）、
事
業
者
に
対
す
る
売
却
に
お
い
て
は
瑕
疵
担
保
の
免
責
特
約
が
禁
止
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ド
民
四
七
五
条
一
項
前
段
の
規
定
の
適
用
を
回
避
す
る
た
め
に
、
契
約
の
相
手
方
と
し
て
、
消 
費 
者 
を
回
避
し
て
事 
業 
者 
を
選
ぶ
、
と
い
う
行
為
は
、
契
約
の
自
由
（
相
手
方
選
択
の
自
由
）
と
し
て
原
則
と
し
て
許
さ
れ
る
。
し
か
し
、
例
外
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
契
約
の
自
由
か
ら
外
れ
る
違
法
な
脱
法
行
為
が
禁
止
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
ど
こ
ま
で
が
原
則
と
し
て
の
適
法
行
為
で
あ
り
、
ど
こ
か
ら
例
外
と
し
て
の
脱
法
行
為
と
な
る
の
か
、
と
い
う
解
釈
問
題
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
２
こ
れ
ま
で
の
到
達
点
こ
こ
で
論
じ
よ
う
と
し
て
い
る
ド
イ
ツ
新
債
務
法
の
脱
法
行
為
論
は
、
租
税
法
上
の
回
避
行
為
に
関
し
て
発
展
し
た
議
論
が
土
台
と
な
っ
て
民
法
上
の
解
釈
論
に
発
展
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
わ
が
国
で
い
う
と
こ
ろ
の
消
費
税
、
ド
イ
ツ
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
売
上
税
（U
m
satzst
（
１１
）
euer
）」
が
一
九
六
七
年
に
付
加
価
値
税
形
態
を
導
入
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
Ａ
か
ら
Ｂ
、
Ｂ
か
ら
Ｃ
と
取
引
が
連
鎖
す
る
場
面
を
想
定
し
よ
う
。
た
と
え
ば
、
Ａ
が
、
Ｂ
に
対
し
て
商
品
甲
を
一
〇
〇
〇
マ
ル
（
１２
）ク
で
売
り
、
Ｂ
が
甲
を
加
工
し
て
商
品
乙
を
作
る
。
Ｂ
が
Ｃ
に
対
し
て
乙
を
一
四
〇
〇
マ
ル
ク
で
売
る
。
こ
の
場
合
、
Ｂ
は
、
自
ら
が
生
み
出
し
た
四
〇
〇
マ
ル
ク
の
付
加
価
値
を
課
税
標
準
と
し
て
一
九（
１３
）％
の
税
率
を
適
用
し
て
得
ら
れ
た
七
六
マ
ル
ク
を
売
上
税
（
付
加
価
値
税
）
と
し
て
納
税
す
る
こ
と
に
な
る
。
実
務
上
は
、
一
四
〇
〇
マ
ル
ク
の
売
上
額
を
課
税
標
準
に
一
九
％
の
税
率
を
適
用
し
て
得
ら
れ
た
二
六
六
マ
ル
ク
か
ら
、
す
で
に
Ａ
が
支
払
っ
た
売
上
税
額
一
九
〇
マ
ル
ク
（
一
〇
〇
〇
マ
ル
ク
×
一
九
％
）
を
控
除
し
て
算
出
す
る
。
こ
れ
が
仕
入
税
額
控
除
（
前
段
階
税
額
控
除
）（V
orsteuerabzug
）
に
よ
る
付
加
価
値
税
形
態
の
売
上
税
課
税
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
売
上
税
は
、
事 
業 
者 
に
対
し
て
だ
け
課
さ
れ
る
た
め
（
売
上
税
法
一
五
条
）、
右
の
例
で
Ａ
が
事 
業 
者 
で
は
な
く
消 
費 
者 
で
あ
れ
ば
、
Ａ
の
支
払
っ
た
売
上
税
額
は
存
在
し
な
い
。
す
る
と
、
Ｂ
は
、
仕
入
税
額
控
除
の
恩
恵
が
受
け
ら
れ
ず
、
二
六
六
マ
ドイツ新債務法における脱法行為の効果
１５７
ル
ク
全
額
を
納
税
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ（
１４
）た
。
と
り
わ
け
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
Ｂ
が
た
ん
に
Ａ
Ｃ
の
媒
介
を
す
る
だ
け
で
利
益
を
得
な
い
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
法
律
上
Ｂ
は
転
売
契
約
の
当
事
者
と
な
る
け
れ
ど
も
、
経
済
上
は
Ａ
Ｃ
を
媒
介
す
る
者
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
、
Ｂ
に
仕
入
税
額
控
除
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
Ｂ
に
と
っ
て
許
容
で
き
な
い
仕
打
ち
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
の
租
税
回
避
の
手
段
が
講
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
典
型
的
に
は
、
新
車
購
入
に
伴
う
中
古
車
下
取
り
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
つ
ま
り
、
新
車
を
顧
客
Ａ
（
消
費
者
）
に
販
売
し
よ
う
と
す
る
新
車
販
売
業
者
Ｂ
（
事
業
者
）
は
、
新
車
購
入
に
伴
っ
て
不
要
と
な
る
Ａ
所
有
の
中
古
車
を
下
取
り
し
て
、
新
車
購
入
を
促
す
こ
と
が
多
い
。
Ｂ
は
、
下
取
り
し
た
中
古
車
を
保
有
し
て
い
て
も
仕
方
が
な
い
の
で
、
Ｃ
（
消
費
者
）
に
対
し
て
転
売
す
る
。
そ
こ
で
は
、
た
し
か
に
、
Ｂ
は
、
Ｃ
か
ら
得
る
転
売
価
格
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
利
益
を
得
る
こ
と
に
な
る
が
、
Ａ
と
の
数
百
万
円
の
新
車
販
売
か
ら
す
れ
ば
、
Ｃ
に
対
す
る
数
十
万
円
の
中
古
車
転
売
の
重
要
性
は
低
い
。
な
に
も
Ｂ
は
、
そ
こ
で
儲
け
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ａ
が
消
費
者
で
あ
る
か
ら
と
い
う
だ
け
で
仕
入
税
額
控
除
が
許
さ
れ
ず
に
転
売
価
格
だ
け
を
基
準
に
売
上
税
額
が
決
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
Ｂ
に
と
っ
て
は
酷
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
Ｂ
は
、
Ａ
Ｂ
間
・
Ｂ
Ｃ
間
の
二
つ
の
契
約
の
当
事
者
と
は
な
ら
な
い
法
形
式
を
選
択
す
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｂ
は
、
た
ん
に
Ａ
の
代
理
人
と
し
て
も
ち
ろ
ん
顕
名
（
ド
民
一
六
四
条
一
項
）
の
う
え
で
、
Ｃ
と
の
間
で
代
理
行
為
を
し
、
Ａ
か
ら
一
定
の
媒
介
手
数
料
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
代
理
形
式
の
租
税
回
避
行
為
は
、
有
効
で
あ
る
（
（
１５
）（
１６
）
判
例
）。
右
の
よ
う
に
租
税
法
上
適
法
と
さ
れ
た
代
理
形
式
の
回
避
行
為
は
、
新
債
務
法
（
二
〇
〇
二
年
）
の
下
で
は
、
租
税
法
上
の
租 
税 
回
避
の
た
め
で
は
な
く
、
民
法
上
の
担 
保 
責 
任 
回
避
の
た
め
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
る
に
至
り
、
ド
民
四
七
五
条
一
項
後
段
が
規
定
す
る
禁
止
行
為
に
当
た
る
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
結
論
的
に
は
、
判
例
・
多
数
説
に
よ
れ
ば
、
代
理
形
式
の
担
保
責
任
回
避
行
為
は
、
原
則
と
し
て
は
、
有
効
で
あ
り
、
例
外
と
し
《論 説》
１５８
て
、
代
理
人
が
経 
済 
的 
に
危 
険 
を
負
担
す
る
と
き
は
、
形
式
的
な
「
代
理
人
」
が
当
事
者
と
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
ド
民
四
七
五
条
一
項
後
段
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
（
（
１７
）
判
例
・
（
１８
）
通
説
）。
つ
ま
り
、
中
古
車
下
取
り
の
例
で
言
え
ば
、
Ｂ
が
得
る
の
は
一
定
の
媒
介
手
数
料
に
留
ま
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
脱
法
行
為
と
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
Ａ
に
対
し
て
Ｂ
が
支
払
う
の
が
Ａ
Ｂ
間
の
約
定
の
一
定
金
額
で
あ
り
、
Ｃ
に
対
す
る
転
売
価
格
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
Ｂ
の
利
益
に
な
る
、
と
い
う
場
合
に
は
、
例
外
的
に
、
Ｂ
を
当
事
者
と
扱
う
べ
き
で
あ
り
、
代
理
形
式
の
回
避
行
為
は
脱
法
行
為
と
な
る
、
と
解
す
る
の
で
あ（
１９
）る
。
ま
た
、
さ
ら
に
、
Ｂ
が
代
理
人
に
す
ら
な
ら
ず
、
Ａ
を
形
式
的
に
契
約
当
事
者
に
し
て
Ｂ
の
計
算
に
お
い
て
行
為
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｂ
が
法
的
わ
ら
に
は
契
約
に
一
切
関
与
し
な
い
形
を
採
る
こ
と
も
で
き（
２０
）る
。
こ
れ
は
、
Ｂ
を
仕
掛
け
人
（H
interm
ann
）、
Ａ
を
藁
人
形
（Strohm
ann
）
と
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
藁
人
形
形
式
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
代
理
形
式
に
つ
い
て
の
ド
民
四
七
五
条
一
項
後
段
の
規
定
の
解
釈
が
そ
の
ま
ま
妥
当
し
、
仕
掛
け
人
の
Ｂ
は
、
原
則
と
し
て
当
事
者
で
は
な
い
が
、
例
外
的
に
経 
済 
的 
に
危 
険 
を
負
担
す
る
と
き
は
、
当
事
者
と
扱
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
ド
民
四
七
五
条
一
項
後
段
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
（
（
２１
）
判
例
・
（
２２
）
通
説
）。
こ
の
よ
う
に
、
ド
民
四
七
五
条
一
項
後
段
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
要 
件 
に
つ
い
て
の
判
例
・
通
説
は
、
原
則
・
例
外
の
形
を
採
っ
て
か
な
り
明
確
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
効 
果 
に
つ
い
て
は
、
な
お
問
題
が
残
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
ド
民
四
七
五
条
一
項
後
段
は
、「
前
段
の
規
定
は
、
異
な
っ
た
法
形
式
に
よ
り
迂
回
さ
れ
る
と
き
に
も
適
用
す
る
」
と
規
定
し
、
同
前
段
は
「
事
業
者
は
、〔
…
…
〕
消
費
者
の
不
利
益
に
変
更
す
る
特
約
を
し
た
と
き
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
〔
担
保
〕
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
だ
け
規
定
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
効
果
は
、
事 
業 
者 
が
担
保
責
任
を
免
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
、
と
文
理
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
（
２３
）
判
例
）。
こ
れ
に
対
し
、
有
力（
２４
）説
は
、
消 
費 
者 
の
免
責
特
約
の
無
効
が
効
果
で
あ
り
、
形
式
上
免
責
さ
れ
る
消
費
者
に
担
保
責
任
を
負
わ
せ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
ドイツ新債務法における脱法行為の効果
１５９
主
張
す
る
。
具
体
的
に
は
、
Ａ
Ｃ
間
で
成
立
し
た
Ａ
の
免
責
特
約
に
か
か
わ
ら
ず
、
Ａ
が
Ｃ
に
対
し
て
担
保
責
任
を
免
れ
な
い
、
と
主
張
す（
２５
）る
。
し
か
し
、
判（
２６
）例
の
事
案
で
は
、
Ｃ
の
Ｂ
に
対
す
る
請
求
の
可
否
が
問
題
に
な
っ
て
こ
れ
が
肯
定
さ
れ
た
だ
け
で
、
Ｃ
の
Ａ
に
対
す
る
請
求
の
可
否
が
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
Ａ
の
担
保
責
任
が
生
じ
る
か
ど
う
か
と
い
う
学
説
上
の
論
争
は
答
え
ら
れ
ず
に
空
白
の
ま
ま
残
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ（
２７
）る
。
結
局
、
ド
民
四
七
五
条
一
項
後
段
の
規
定
す
る
脱
法
行
為
の
要 
件 
に
つ
い
て
は
、
判
例
・
通
説
が
一
致
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
効 
果 
に
つ
い
て
は
、
一
応
判
例
は
あ
る
も
の
の
、
空
白
の
部
分
が
残
っ
て
い
る
た
め
に
、
判
例
に
納
得
し
な
い
反
対
説
が
強
く
主
張
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
の
が
二
〇
一
二
年
一
二
月
に
次
の
判
決
が
下
さ
れ
る
直
前
の
法
状
況
で
あ
っ
た
。
三
判
決
こ
の
効
果
の
「
残
さ
れ
た
問
題
」
に
つ
い
て
、
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
二
日
判
決
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
判
示
し
た
（
判
旨
の
傍
点
お
よ
び
注
は
筆
者
）。
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【
事
実
】
原
告
（
消
費
者
）
は
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
四
日
、
被
告
（
消
費
者
）
か
ら
一
〇
年
落
ち
の
中
古
車
フ
ィ
ア
ッ
ト
（
タ
イ
プ
一
四
六
Ｌ
）
を
代
金
一
七
〇
〇
ユ
ー
ロ
（
当
時
の
為
替
レ
ー
ト
で
は
邦
貨
二
八
万
円
弱
）、
瑕
疵
担
保
責
任
を
免
責
す
る
特
約
の
下
で
購
入
し
た
。
も
っ
と
も
、
実
質
的
な
売
主
は
、
自
動
車
販
売
業
者
で
あ
る
と
こ
ろ
の
被
告
の
夫
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
、
消
費
者
で
あ
る
被
告
（
妻
）
を
形
式
的
に
売
主
と
す
る
こ
と
で
自
ら
の
瑕
疵
担
保
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
、
被
告
に
売
買
契
約
に
署
名
さ
せ
、
被
告
を
形
式
的
な
売
主
に
仕
立
て
上
げ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
目
的
車
両
の
記
録
簿
に
よ
れ
ば
、
前
主
の
数
は
二 
人 
で
あ
り
（
こ
れ
が
後
に
問
題
と
な
る
）、
次
回
の
車
検
は
二
〇
〇
九
年
一
一
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
車
両
の
引
渡
し
直
後
、
《論 説》
１６０
二
〇
〇
七
年
一
一
月
二
七
日
付
の
車
検
証
（
排
気
ガ
ス
検
査
を
含
む
）
が
偽
造
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
（
と
り
わ
け
問
題
視
さ
れ
た
の
は
、
前
主
の
人
数
の
改
竄
で
あ
っ
た
）。
そ
の
た
め
、
原
告
は
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
一
〇
日
付
の
書
面
に
よ
っ
て
詐
欺
を
理
由
と
す
る
取
消
権
を
行
使
し
、
二
〇
一
〇
年
四
月
七
日
付
の
書
面
に
よ
っ
て
契
約
の
解
除
権
を
行
使
し
た
、
と
主
張
し
た
。
原
告
は
、
被
告
に
対
し
、
代
金
及
び
利
息
の
返
還
並
び
に
弁
護
士
費
用
の
支
払
を
求
め
て
訴
え
を
提
起
し
た
。
し
か
し
、
原
告
が
解
除
権
を
行
使
し
た
時
点
で
は
、
引
渡
し
か
ら
二
年
経
過
し
て
い
た
た
め
、
ド
民
四
三
八
条
一
項
三
号
の
規
定
に
従
っ
て
、
解
除
権
は
時
効
消
滅
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
原
告
の
主
張
に
反
し
て
、
解
除
の
効
果
が
生
じ
ず
、
原
状
回
復
と
し
て
代
金
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
案
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
原
告
は
、
原
告
と
形
式
的
な
売
主
で
あ
る
被
告
と
の
間
の
売
買
契
約
が
通
謀
虚
偽
表
示
無
効
で
あ
り
、
原
告
に
は
不
当
利
得
に
よ
る
代
金
返
還
請
求
権
が
発
生
し
て
い
る
、
と
主
張
し
た
。
そ
こ
で
、
右
の
通
謀
虚
偽
表
示
無
効
が
主
と
し
て
争
わ
れ
た
。
第
一
審
は
請
求
を
認
容
し
た
が
（
通
謀
虚
偽
表
示
を
肯
定
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
）、
被
告
が
控
訴
し
た
。
控
訴
審
は
、
第
一
審
判
決
を
取
り
消
し
、
請
求
を
棄
却
し
た
。
そ
こ
で
、
原
告
は
、
控
訴
審
判
決
の
破
棄
を
求
め
て
上
告
を
し
た
。
【
判
旨
】
上
告
棄
却
。「〔
九
〕
Ⅱ
．
原
告
は
、
被
告
に
対
し
て
代
金
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
〔
一
〇
〕
１
．
ド
民
四
三
八
条
一
項
三
号
の
規
定
に
従
っ
て
原
告
の
主
張
す
る
瑕
疵
担
保
責
任
は
時
効
消
滅
し
、
消
滅
時
効
期
間
の
延
長
に
関
す
る
ド
民
四
三
八
条
三
項
の
規
定
す
る
要
件
も
満
た
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
契
約
の
解
除
権
行
使
の
意
思
表
示
は
無
効
で
あ
る
、
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
契
約
解
除
か
ら
生
じ
る
原
状
回
復
請
求
権
を
否
定
し
た
原
審
の
判
断
は
首
肯
す
る
こ
と
が
で
き
る
。〔一
一
〕
被
告
又
は
そ
の
背
後
に
い
た
自
動
車
工
場
経
営
者
の
欺
罔
行
為
に
よ
っ
て
原
告
が
売
買
契
約
を
締
結
さ
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
と
い
う
原
審
の
事
実
認
定
は
正
当
で
あ
っ
て
、
論
旨
は
採
用
で
き
な
い
。
前
主
の
数
が
売
買
契
約
に
お
い
て
表
示
さ
れ
て
い
た
よ
り
も
一
人
多
か
っ
た
か
否
か
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
記
録
簿
か
ら
明
ら
か
で
あ
っ
た
か
否
か
は
、
車
両
の
古
さ
と
代
金
の
安
さ
を
考
慮
す
れ
ば
原
告
に
と
っ
て
は
重
要
で
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
原
告
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
の
前
主
の
人
数
の
詐
欺
は
、
原
告
の
売
ドイツ新債務法における脱法行為の効果
１６１
買
契
約
締
結
に
関
し
て
い
ず
れ
に
せ
よ
原
因
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
原
審
の
事
実
評
価
は
、
正
当
で
あ
る
。〔
…
…
〕
〔
一
三
〕
上
告
理
由
の
解
釈
に
反
し
、
原
告
に
は
、
ド
民
八
一
二
条
一
項
前
段
の
規
定
に
基
づ
く
売
買
代
金
の
不
当
利
得
返
還
請
求
権
は
、
認
め
ら
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
当
事
者
間
に
お
い
て
締
結
さ
れ
た
売
買
契
約
は
有
効
に
成
立
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
売
買
代
金
の
支
払
の
法
律
上
の
原
因
は
契
約
成
立
後
に
消
滅
し
て
は
い
な
い
（〔
し
た
が
っ
て
、〕
ド
民
八
一
二
条
一
項
後
段
〔
の
適
用
も
な
い
〕）。
〔
一
四
〕（
ａ
）
原
告
と
被
告
と
の
間
に
成
立
し
た
売
買
契
約
は
、
ド
民
一
一
七
条
一
項
の
意
味
で
の
通 
謀 
虚 
偽 
表 
示 
で 
は 
な 
い 
。
同
条
の
規
定
に
従
っ
て
、
相
手
方
と
通
じ
て
し
た
虚
偽
の
意
思
表
示
は
、
無
効
で
あ
る
。
原
審
の
判
断
に
よ
れ
ば
、
こ
の
要
件
は
、
満
た
さ
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
原
審
の
正
当
な
認
定
に
よ
れ
ば
、
売
買
契
約
か
ら
生
じ
た
法
律
効
果
は
、
当
事
者
の
双
方
、
と
り
わ
け
原
告
に
よ
っ
て
も
欲
さ
れ
て
い
た
（gew
ollt
w
aren
）。
し
た
が
っ
て
、
通
謀
虚
偽
表
示
は
、
あ
り
得
な
い
。
〔
一
五
〕
売
買
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
つ
い
て
被
告
が
そ
の
夫
か
ら
指
示
さ
れ
〔
て
藁
人
形
と
な
っ
〕
た
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
取
引
が
消
費
財
売
買
で
は
な
く
な
り
、
瑕
疵
担
保
責
任
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
何
の
影
響
も
及
ぼ
さ
な
い
。
藁
人
形
を
立
て
る
こ
と
（das
V
orschieben
eines
Strohm
anns
）
に
よ
っ
て
法
律
行
為
が
通
謀
虚
偽
表
示
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
藁
人
形
を
立
て
た
行
為
は
、
真
意
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
経
済
的
な
目
的
は
、
達
成
さ
れ
な
い
又
は
法
的
に
有
効
に
は
達
成
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
行
為
は
、
藁
人
形
に
関
す
る
連
邦
通
常
裁
判
所
の
確
定
判
例
に
従
っ
て
、
法
的
に
有
効
で
あ
る
（B
G
H
13.
3.
2002
―V
III
ZR
292/00,
N
JW
2002,
2030
）。
〔
一
六
〕
か
り
に
被
告
が
た
ん
に
夫
の
「
藁
人
形
」
と
し
て
の
み
登
場
す
る
こ
と
に
つ
い
て
原
告
が
悪
意
で
あ
り
通
謀
し
て
い
た
と
す
（
２８
）
れ
ば
、
そ
の
場
合
に
お
い
て
の
み
、
ド
民
一
一
七
条
一
項
の
〔
通
謀
虚
偽
表
示
の
〕
規
定
は
適
用
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
、
原
審
は
そ
れ
を
認
定
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
反
す
る
主
張
は
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
〔
一
七
〕B
G
H
22.11.2006
―V
III
ZR
72/06,N
JW
2007,759
の
判
決
と
は
抵
触
し
な
い
。
そ
の
判
決
で
は
、
脱
法
行
為
に
お
《論 説》
１６２
い
て
は
も
っ
ぱ
ら
事
業
者
に
責
任
が
生
じ
る
こ
と
が
理
論
的
に
ど
の
よ
う
に
正
当
化
さ
れ
る
か
は
、
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
れ
は
問
題
と
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
判
決
は
、
事
業
者
に
だ
け
責
任
が
生
じ
る
こ
と
の
正
当
化
に
つ
い
て
の
学
説
、
と
り
わ
け
、
消
費
者
間
の
売
買
契
約
が
通
謀
虚
偽
表
示
と
し
て
無
効
に
な
る
と
い
う
ミ
ュ
ラ
ー
の
学
説
（M
u¨ller
,
M
arkus:
D
ie
U
m
gehung
des
R
echts
des
V
erbrauchsgu¨terkaufs
im
G
ebrauchtw
agenhandel,
N
JW
2003,1975
﹇1980
﹈）
を
紹
介
し
た
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
学
説
は
、
連
邦
通
常
裁
判
所
の
〔
藁
人
形
に
関
す
る
〕
確
定
判
例
に
合
わ
ず
、
判
決
に
お
い
て
も
不
当
と
さ
れ
た
。
本
件
に
お
い
て
は
事
業
者
の
責
任
が
問
題
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
脱
法
行
為
に
お
い
て
は
も
っ
ぱ
ら
事
業
者
に
責
任
が
生
じ
る
こ
と
を
い
か
に
正
当
化
す
る
か
に
つ
い
て
こ
こ
で
判
断
を
下
す
必
要
は
な
い
。
〔
一
八
〕（
ｂ
）
売
買
代
金
の
支
払
の
法
律
上
の
原
因
は
、
上
告
理
由
に
反
し
、
詐
欺
に
よ
る
売
買
契
約
の
取
消
権
行
使
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
こ
と
も
な
い
。
す
で
に
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
原
審
が
正
当
に
認
定
し
て
い
る
よ
う
に
、
前
主
の
数
に
つ
い
て
の
原
告
の
主
張
す
る
詐
欺
は
、
原
告
の
売
買
契
約
締
結
に
関
し
て
、
い
ず
れ
に
し
て
も
原
因
と
な
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。」
こ
の
事
件
で
は
、
原
告
（
本
稿
に
お
け
る
Ｃ
）
の
実
質
的
な
売
主
（
被
告
の
夫
。
本
稿
に
お
け
る
Ｂ
）
に
対
す
る
権
利
は
、
時
効
消
滅
し
て
い
た
た
め
、
原
告
（
Ｃ
）
は
、
形
式
的
な
売
主
（
被
告
。
本
稿
に
お
け
る
Ａ
）
に
対
し
て
不
当
利
得
に
よ
る
代
金
返
還
を
請
求
し
た
。
原
告
（
Ｃ
）
は
、
み
ず
か
ら
の
代
金
返
還
請
求
の
法
的
構
成
に
つ
い
て
、
①
通
謀
虚
偽
表
示
無
効
に
基
づ
く
不
当
利
得
返
還
請
求
の
他
に
も
、
②
詐
欺
取
消
し
に
基
づ
く
不
当
利
得
返
還
請
求
と
③
瑕
疵
担
保
解
除
に
基
づ
く
原
状
回
復
請
求
を
主
張
し
た
。
し
か
し
、
②
は
Ｂ
Ｃ
の
欺
罔
行
為
と
Ｃ
の
意
思
表
示
と
の
間
の
因
果
関
係
が
否
定
さ
れ
て
認
め
ら
れ
ず
、
③
も
解
除
権
の
時
効
消
滅
を
理
由
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
①
の
法
的
構
成
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
が
主
な
争
点
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
Ａ
Ｃ
間
の
売
買
契
約
が
通
謀
虚
偽
表
示
と
な
る
こ
と
を
否
定
し
、
原
告
（
Ｃ
）
の
不
当
利
得
返
還
請
求
を
否
定
し
た
。
通
謀
虚
偽
表
示
と
な
ら
な
い
理
由
は
、
Ａ
Ｃ
間
に
は
表
示
行
為
に
対
応
す
る
効
果
意
思
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
①
②
③
を
い
ず
れ
も
否
定
し
た
連
邦
通
常
裁
判
所
の
判
断
自
体
に
つ
い
て
異
論
は
見
ら
れ
な
い
。
ドイツ新債務法における脱法行為の効果
１６３
問
題
は
、
こ
の
連
邦
通
常
裁
判
所
判
決
を
、
判
例
の
流
れ
の
中
で
、
と
り
わ
け
前
稿
に
お
い
て
紹
介
し
た
二
〇
〇
五
年
一
月
二
六
日
判
決
と
二
〇
〇
六
年
一
一
月
二
二
日
判
決
の
二
つ
と
の
関
連
で
、
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
か
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
文
献
に
お
い
て
は
、
以
下
の
二
つ
の
立
場
が
見
出
さ
れ
る
。
第
一
に
、
こ
の
判
決
を
重
視
し
な
い
立
場
で
あ
る
。
こ
の
立
場
は
、
ロ
ー
レ
ン
ツ
教
授
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
判
決
は
、
一
方
で
、
通
謀
虚
偽
表
示
（
ド
民
一
一
七
条
）
の
解
釈
と
し
て
全
く
正
当
で
あ
り
（vollkom
m
en
zutreffend
）、
他
方
で
、
脱
法
行
為
の
効
果
（
ド
民
四
七
五
条
一
項
後
段
）
の
解
釈
に
つ
い
て
、
相
変
わ
ら
ず
答
え
て
い
な
い
（auch
hier
offen
lassen
）。
結
局
、「
問
題
を
答
え
ず
に
お
け
ば
、
ま
た
問
題
と
な
る
だ
ろ
う
（W
enn
m
an
Problem
e
offen
la¨sst,
kom
m
en
sie
eben
w
ie-
der
）」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
判
決
自
体
を
消
極
的
に
し
か
評
価
し
な（
２９
）い
。
第
二
に
、
こ
の
判
決
を
第
一
の
立
場
よ
り
は
積
極
的
に
評
価
す
る
立
場
で
あ
る
。
こ
の
立
場
は
、
シ
ュ
ル
ツ
弁
護
士
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
判
決
は
、「〔
形
式
的
に
〕
立
て
ら
れ
た
売
買
契
約
は
脱
法
行
為
に
よ
っ
て
無
効
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
少
な
く
と
も
明
ら
か
に
し
た
」
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
実
務
へ
の
影
響
と
し
て
は
、「
ド
民
四
七
五
条
一
項
一
項
後
段
の
意
味
で
の
脱
法
行
為
が
存
在
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
買
主
は
、〔
形
式
的
な
契
約
の
相
手
方
で
あ
る
〕
消
費
者
に
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
は
全
く
で
き
な
い
。
そ
の
と
き
の
瑕
疵
担
保
責
任
の
債
務
者
は
、
背
後
に
い
る
事
業
者
で
あ（
３０
）る
」
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
思
う
に
、
少
な
く
と
も
、
日
本
の
ド
イ
ツ
法
研
究
者
と
し
て
ド
イ
ツ
法
状
況
の
判
例
・
通
説
的
な
理
解
を
求
め
る
限
り
に
お
い
て
は
、
第
二
の
立
場
を
参
考
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
二
日
に
本
判
決
が
出
る
ま
で
は
、
ド
民
四
七
五
条
一
項
後
段
の
効 
果 
に
関
し
て
は
、
Ｂ
の
Ｃ
に
対
す
る
担
保
責
任
が
明
確
に
肯
定
さ
れ
て
い
た
も
の
の
（
（
３１
）
判
例
）、
な
お
、
①
そ
れ
を
理
論
的
に
ど
の
よ
う
に
正
当
化
す
る
か
、
②
Ａ
の
Ｃ
に
対
す
る
担
保
責
任
は
生
じ
る
の
か
、
と
い
う
空
白
の
部
分
が
大
き
く
残
っ
て
い
た
。
右
の
第
一
の
立
場
は
、
①
②
い
ず
れ
も
現
在
も
答
え
ら
れ
ず
に
残
っ
て
い
る
、
と
解
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
少
な
《論 説》
１６４
く
と
も
②
に
つ
い
て
は
、
右
の
第
二
の
立
場
の
方
に
説
得
力
を
感
じ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
通
謀
虚
偽
表
示
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
売 
買 
契 
約 
自
体
の
有
効
を
帰
結
す
る
だ
け
で
な
く
、
瑕
疵
担
保
責
任
の
免 
責 
特 
約 
の
有
効
を
も
帰
結
す
る
と
読
む
の
が
素
直
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
た
し
か
に
、
ロ
ー
レ
ン
ツ
教
授
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
、
厳
密
に
は
、
判
決
が
Ａ
の
担
保
責
任
を
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
―
―
私
自
身
が
前
稿
で
示
唆
し
た
と
（
３２
）
お
り
―
―
Ａ
の
責
任
を
肯
定
す
れ
ば
、
Ａ
Ｂ
に
重
畳
的
な
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
消
費
者
（
Ｃ
）
に
望
ま
し
い
解
釈
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
Ａ
Ｃ
間
の
売
買
契
約
が
有 
効 
で
あ
る
と
し
つ
つ
、
Ａ
Ｃ
間
の
免
責
特
約
の
み
が
無 
効 
で
あ
る
、
と
い
う
帰
結
は
、
―
―
理
論
上
で
は
十
分
可
能
だ
が
―
―
複
雑
で
あ
る
し
、
そ
れ
を
ド
民
四
七
五
条
一
項
後
段
が
効
果
と
し
て
規
定
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
の
は
、
文
理
か
ら
離
れ
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
。
条
文
上
は
、
消
費
者
（
Ａ
）
の
責
任
つ
い
て
は
一
切
言
及
が
な
く
、「
事 
業 
者 
は
、〔
…
…
〕
そ
の
〔
担
保
〕
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
だ
け
定
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
。
こ
の
よ
う
に
、
第
二
の
立
場
に
従
っ
て
、
②
に
つ
い
て
Ａ
（
消
費
者
）
の
担
保
責
任
を
否
定
す
る
こ
と
ま
で
本
判
決
が
含
意
し
て
い
る
と
解
す
れ
ば
、
結
局
、
ド
民
四
七
五
条
一
項
一
項
後
段
の
効
果
は
、
Ｂ
（
事
業
者
）
が
売
主
の
担
保
責
任
を
負
う
こ
と
に
尽
き
る
、
と
い
う
文
理
ど
お
り
の
、
か
つ
非
常
に
単
純
な
も
の
に
な
る
。
改
め
て
考
え
れ
ば
、
そ
も
そ
も
ロ
ー
レ
ン
ツ
教
授
が
①
Ｂ
の
責
任
の
理
論
的
な
正
当
化
根
拠
を
な
ぜ
問
題
視
し
て
い
た
か
と
い
え
ば
、
ド
民
四
七
五
条
一
項
一
項
後
段
の
効
果
と
し
て
Ａ
に
担
保
責
任
が
生
じ
る
こ
と
を
導
く
た
め
に
他
な
ら
な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
第
二
の
立
場
に
立
っ
て
Ｂ
の
担
保
責
任
と
い
う
結
論
を
認
め
る
以
上
、
そ
の
理
論
的
な
正
当
化
根
拠
に
つ
い
て
の
問
題
提
起
も
す
で
に
意
義
を
失
っ
た
と
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。
結
局
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
ロ
ー
レ
ン
ツ
説
は
、
判
例
理
論
の
前
に
敗
北
し
て
い
る
の
で
あ（
３３
）る
。
な
お
、
も
し
私
が
日
本
人
と
し
て
、
①
Ｂ
の
責
任
の
理
論
的
正
当
化
根
拠
に
つ
い
て
、
独
自
に
答
え
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ドイツ新債務法における脱法行為の効果
１６５
そ
の
よ
う
に
理
論
的
な
（dogm
atisch
）
根
拠
の
無
い
ま
た
は
希
薄
な
効
果
を
導
く
こ
と
こ
そ
が
、
脱
法
行
為
と
い
う
一
般
条
項
的
な
法
規
範
の
特
徴
な
の
だ
、
と
説
明
す
る
で
あ
ろ（
３４
）う
。
四
要
約
売
主
の
担
保
責
任
を
「
脱
法
行
為
」
に
よ
っ
て
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
ド
民
四
七
五
条
一
項
後
段
が
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
そ
の
要
件
・
効
果
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
判
例
・
学
説
の
段
階
的
発
展
が
見
出
さ
れ
る
。
前
稿
に
お
い
て
は
、
要
件
に
つ
い
て
、
か
な
り
明
確
な
基
準
が
確
立
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
に
対
し
、
効
果
に
つ
い
て
は
、
な
お
問
題
が
残
っ
て
い
る
こ
と
、
を
紹
介
し
た
。
つ
ま
り
、
事 
業 
者 
が
担
保
責
任
を
負
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
①
な
ぜ
事
業
者
が
責
任
を
負
う
の
か
、
そ
し
て
、
②
形
式
的
な
契
約
当
事
者
と
な
る
消 
費 
者 
も
そ
れ
に
加
え
て
重
畳
的
に
担
保
責
任
を
負
う
の
か
、
と
い
う
問
題
に
対
す
る
答
え
が
空
白
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
二
日
判
決
は
、
①
の
理
論
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
全
く
答
え
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
②
に
つ
い
て
は
、
消
費
者
は
担
保
責
任
を
負
わ
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
強
く
示
唆
し
た
。
そ
れ
を
含
め
た
現
在
の
判
例
に
従
え
ば
、
ド
民
四
七
五
条
一
項
後
段
の
要
件
・
効
果
は
、「
事 
業 
者 
は
、
異
な
っ
た
法
形
式
に
よ
り
第
四
三
三
条
か
ら
第
四
三
五
条
ま
で
、
第
四
三
七
条
、
第
四
三
九
条
か
ら
第
四
四
三
条
ま
で
、
及
び
本
款
の
諸
規
定
を
消
費
者
の
不
利
益
に
変
更
す
る
特
約
を
し
た
と
き
で
あ
っ
て
も
、
経 
済 
的 
に
危 
険 
を
負
担
す
る
と
き
は
、
そ
の
〔
担 
保 
〕
責 
任 
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
か
な
り
明
確
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
目
を
見
張
る
の
は
、
新
債
務
法
に
つ
い
て
、
着
々
と
判
決
が
公
表
さ
れ
、
そ
れ
に
応
じ
て
学
説
が
登
場
し
、
さ
ら
に
、
裁
判
所
が
学
説
を
大
い
に
参
考
に
し
つ
つ
何
が
解
決
さ
れ
て
何
が
解
決
さ
れ
て
い
な
い
か
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
判
断
を
積
み
《論 説》
１６６
重
ね
て
ゆ
く
見
事
な
様
子
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
立
法
・
判
例
・
学
問
の
三
者
に
よ
る
法
の
発
展
の
お
手
本
に
他
な
ら
な
い
。
半
田
吉
信
先
生
も
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
ド
イ
ツ
民
法
に
魅
了
さ
れ
て
研
究
に
打
ち
込
ま
れ
て
き
た
こ
と
と
存
じ
、
私
も
そ
れ
に
倣
っ
て
ド
イ
ツ
民
法
研
究
を
地
道
に
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
生
の
ご
研
究
に
敬
意
を
表
し
続
け
て
ゆ
く
所
存
で
あ
る
。
（
１
）
拙
稿
「
ド
イ
ツ
新
債
務
法
に
お
け
る
脱
法
行
為
論
」
法
学
論
集
二
四
巻
二
号
（
二
〇
〇
九
）
一
頁
〜
二
一
頁
。
（
２
）B
G
H
12.12.2012
―V
III
ZR
89/12,V
ersR
2013,503,B
eckR
S
2013,01095.
控
訴
審
判
決
は
、LG
Itzehoe
21.2.2012
―1
S
208/10,
juris.
第
一
審
判
決
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
（
３
）
な
お
、
本
稿
は
、
前
稿
と
同
様
、
ド
イ
ツ
法
の
紹
介
を
目
的
と
し
、
し
た
が
っ
て
、
一
方
で
、
わ
が
国
の
脱
法
行
為
論
に
十
分
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。
他
方
で
、
脱
法
行
為
論
に
お
い
て
は
、
脱
法
行
為
が
生
じ
る
社
会
的
背
景
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
そ
の
説
明
が
不
足
の
な
い
よ
う
に
留
意
し
て
い
る
。
（
４
）B
G
B
l.29.11.2001
I,S.3138ff.
（
５
）R
ichtlinie
1999/44/E
G
,A
bl.E
G
N
r.L
171
v.7.7.1999.
（
６
）
「
売
主
は
消
費
者
に
契
約
に
適
合
（gem
a¨ 
）
し
た
消
費
財
を
引
き
渡
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
定
め
る
（
同
指
令
二
条
一
項
）。
（
７
）Personengesellschaft.
自
然
人
の
結
合
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
組
合
お
よ
び
会
社
を
い
う
。
匿
名
組
合
、
船
舶
組
合
、
合
名
会
社
、
合
資
会
社
が
こ
れ
に
属
し
、
そ
の
特
色
は
、
組
合
員
（
社
員
）
が
無
限
責
任
を
負
う
こ
と
等
に
あ
る
。
（
８
）
法
定
の
消
滅
時
効
期
間
は
、
建
築
物
・
建
築
材
料
に
つ
い
て
は
五
年
（
ド
民
四
三
八
条
一
項
二
号
）、
そ
れ
以
外
は
二
年
で
あ
る
（
ド
民
四
三
八
条
一
項
三
号
）。
（
９
）
た
だ
し
、
売
買
と
し
て
で
は
な
く
、
法
律
行
為
と
し
て
、
一
般
的
な
禁
止
規
定
（
暴
利
行
為
な
ど
）
や
約
款
規
制
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
（
１０
）
い
ず
れ
もB
G
H
,N
JW
2006,1066,1067.
（
１１
）
「
売
上
税
」
は
、
ド
イ
ツ
国
内
で
も
慣
用
的
に
「
付
加
価
値
税
（M
ehrw
ertsteuer,M
w
St
）」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
、
本
文
で
述
べ
る
売
上
税
の
仕
入
税
額
控
除
方
式
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
経
済
学
上
は
正
し
い
が
、
法
律
上
・
法
律
学
上
は
、「
売
上
税
（U
m
satzsteuer
）」
ドイツ新債務法における脱法行為の効果
１６７
「
売
上
税
法
（U
m
satzsteuergesetz,
U
StG
）」
が
正
式
名
称
で
あ
る
の
で
、
本
稿
も
そ
れ
に
従
う
。
（
１２
）
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
現
在
の
通
貨
は
ユ
ー
ロ
で
あ
る
が
、
一
九
六
七
年
当
時
の
マ
ル
ク
表
示
で
例
を
示
す
。
な
お
、
ユ
ー
ロ
と
表
示
し
て
も
説
明
の
内
容
に
変
わ
り
は
な
い
。
（
１３
）
一
九
％
は
、
現
在
の
税
率
で
あ
る
。
一
九
六
七
年
当
時
は
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
詳
し
く
は
、
前
稿
・
法
学
論
集
二
四
巻
二
号
八
頁
以
下
。
（
１４
）M
edicus,D
iter:A
nm
.zu
O
LG
H
am
m
30.4.1975
―20
U
313/74,N
JW
1976,53,N
JW
1976,55.
（
１５
）B
G
H
29.6.1977
―V
III
ZR
43/76,N
JW
1977,1914
(1915);B
G
H
5.4.1978
―V
III
ZR
83/77,N
JW
1978,1482
（1482
）;B
G
H
31.3.
1982
―V
III
ZR
65/81,N
JW
1982,1699
（1699
）.
反
対
説
が
あ
る
。
詳
し
く
は
、
前
稿
・
法
学
論
集
二
四
巻
二
号
一
〇
頁
。
（
１６
）
な
お
、
こ
の
よ
う
な
売
上
税
法
上
の
不
都
合
は
、「
売
上
税
法
改
正
の
第
二
法
（Zw
eites
G
esetz
zur
A¨
nderung
des
U
m
satzsteuergeset-
zes
）」（B
G
B
l.
I,
N
r.16/1990,S.597f.
）
に
よ
っ
て
、
中
古
の
動
産
を
目
的
と
す
る
取
引
に
お
い
て
仕 
入 
税 
額 
が
発
生
し
な
い
と
き
は
、
仕 
入 
額 
を
売 
上 
額 
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
形
で
修
正
さ
れ
た
（
売
上
税
法
二
五
条
ａ
）。
詳
し
く
は
、
前
稿
・
法
学
論
集
二
四
巻
二
号
一
〇
頁
以
下
。
（
１７
）B
G
H
26.1.2005
―V
III
ZR
175/04,N
JW
2005,1039.
（
１８
）M
u¨nchK
om
m
-Lorenz
§
475
R
dnr.29;ders.,D
A
R
2006,611
（612
）;Palandt/
W
eidenkaff,B
G
B
,72.A
ufl.2013,§
475
R
n
6.
（
１９
）
反
対
説
も
あ
る
。
指
導
判
決
の
詳
細
も
含
め
、
前
稿
・
法
学
論
集
二
四
巻
二
号
一
一
頁
以
下
参
照
。
（
２０
）
間
接
代
理
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
前
稿
・
法
学
論
集
二
四
巻
二
号
一
三
頁
。
（
２１
）B
G
H
22.11.2006
―V
III
ZR
72/06,N
JW
2007,759.
（
２２
）Palandt/
W
eidenkaff,B
G
B
,72.A
ufl.2013,§
475
R
n
6.
（
２３
）B
G
H
22.11.2006
―V
III
ZR
72/06,N
JW
2007,759.
（
２４
）Lorenz,Stephan:D
ie
R
echtsfolgen
eines
V
ersto 
es
gegen
das
U
m
gehungsverbot
im
V
erbrauchsgu¨terkaufrecht
beiA
gen-
tur-und
Strohm
anngescha¨ften,F
S
W
esterm
ann,2008,415
―425,423
―424.
（
２５
）
学
説
対
立
の
論
理
構
造
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
前
稿
・
法
学
論
集
二
四
巻
二
号
一
六
頁
以
下
。
《論 説》
１６８
（
２６
）B
G
H
22.11.2006
―V
III
ZR
72/06,N
JW
2007,759.
（
２７
）Palandt/
W
eidenkaff,B
G
B
,72.A
ufl.2013,§
475
R
n
6.
（
２８
）
こ
の
「
原
告
が
悪
意
で
あ
り
通
謀
し
て
い
た
と
す
れ
ば
（der
K
l.
K
enntnis
davon
gehabt
ha¨tte
und
dam
it
einverstanden
gew
esen
w
a¨ re
）」
と
い
う
部
分
の
判
示
は
、
厳
密
に
は
正
確
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
相
手
方
の
「
悪
意
」
だ
け
で
は
、「
通
謀
」
に
は
足
り
な
い
か
ら
で
あ
る
。Lorenz,Stephan:Strohm
anngescha¨ft
und
Scheingescha¨ft
（§
117
B
G
B
）,B
G
H
,U
rteilvom
12.D
ezem
ber
2012
―V
III
ZR
89/12
―LG
Itzehoe,
w
w
w
.stephan-lorenz.de
の
指
摘
が
正
し
い
。
日
本
法
に
お
い
て
も
、
同
様
に
、
相
手
方
の
「
悪
意
」
だ
け
で
は
、
「
通
謀
」
に
は
足
り
な
い
。
仮
装
的
表
示
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
合
意
が
必
要
で
あ
る
（
我
妻
榮
・
民
法
総
則
（
一
九
六
五
）
二
九
〇
頁
。
新
版
注
釈
民
法
（
三
）』（
二
〇
〇
三
）〔
稲
本
〕
三
二
八
頁
以
下
も
同
旨
）。
（
２９
）Lorenz,Stephan:Strohm
anngescha¨ft
und
Scheingescha¨ft
（§
117
B
G
B
）,B
G
H
,U
rteilvom
12.D
ezem
ber
2012
―V
III
ZR
89/
12
-LG
Itzehoe,w
w
w
.stephan-lorenz.de.
（
３０
）Schultz,M
ichael:A
nm
.zu
B
G
H
12.12.2012
―V
III
ZR
89/12,jurisPR
-B
G
H
ZivilR
3/2013
A
nm
.1.
（
３１
）B
G
H
22.11.2006
―V
III
ZR
72/06,N
JW
2007,759.
（
３２
）
拙
稿
・
法
学
論
集
二
四
巻
二
号
一
七
頁
。
（
３３
）
こ
の
「
敗
北
」
を
す
で
に
覚
悟
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
は
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
二
二
日
判
決
が
出
た
時
点
で
、
ロ
ー
レ
ン
ツ
教
授
自
身
が
私
に
親
し
く
語
ら
れ
た
。
（
３４
）
管
見
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
に
対
す
る
わ
が
国
の
脱
法
行
為
論
の
特
徴
は
、
そ
れ
を
一
般
条
項
の
解
釈
問
題
そ
の
も
の
と
し
て
論
じ
る
点
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
す
で
に
別
稿
（
ド
イ
ツ
語
）
に
お
い
て
公
表
し
た
。T
anaka,K
oji:G
esetzesum
gehung
und
G
eneralklauseln
im
Japanischen
Zivilrecht,F
S
Leipold,2009,1133
―1141.
ドイツ新債務法における脱法行為の効果
１６９
